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１月２９日（水）議事日程 

                               午後２時開議 

第 １  会議録署名議員の指名 

第 ２  会期の決定 

第 ３  諸報告 

第 ４  報告第１号 東京都市公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の増加及び 

東京都市公平委員会設置規約の変更についての専決処分の承認を

求めることについて 

第 ５  報告第２号 南多摩斎場組合一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正す

る条例の専決処分の承認を求めることについて 



第 ６  第１号議案 平成２５年度（２０１３年度）南多摩斎場組合会計補正予算（第 

           １号） 

第 ７  第２号議案 平成２６年度（２０１４年度）南多摩斎場組合会計予算 

第 ８  行 政 報 告 南多摩斎場ダイオキシン類等調査結果報告 

 

 会議に付した事件 

     日程第１から日程第８まで 
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午後１時55分 開会 

○議長（小林鈴子） これより平成26年第１回南多摩

斎場組合議会定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 

         ◇          

○日程第１ 

 会議録署名議員の指名 

                   

○議長（小林鈴子） 日程第１、会議録署名議員の指

名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、南多摩斎場組合議会会議

規則第43条の規定により、議長において次の２名を指

名いたします。 

 ８番 渡辺たつや議員 

 ９番 馬場 賢司議員 

 

         ◇          

○日程第２ 

 会期の決定 

                   

○議長（小林鈴子） 日程第２、会期の決定を議題と

いたします。 

 お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日１日

といたしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小林鈴子） ご異議なしと認めます。よって

会期は本日１日とすることに決しました。 

 

         ◇          

○日程第３ 

 諸報告 

                   

○議長（小林鈴子） 日程第３、諸報告。事務局長に

諸般の報告をさせます。 

 横山事務局長。 

○事務局長（横山佳夫） ご報告申し上げます。 

 平成26年１月17日、管理者から平成26年第１回南多

摩斎場組合議会定例会を１月29日に招集する旨の告示

がなされ、同時に付議される管理者提出の報告案件２

件、議案２件の送付を受けましたので、議員各位に参

集通知とあわせてご送付いたしました。 

 次に、本定例会の招集に伴い、地方自治法第121条の

規定により、管理者に出席要求いたしました。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（小林鈴子） 事務局長の報告は終わりました。 

 

         ◇          

○日程第４ 

 報告第１号 東京都市公平委員会を共同設置する地 

       方公共団体の数の増加及び東京都市公 

       平委員会共同設置規約の変更について 

       の専決処分の承認を求めることについ 

       て 

                   

○議長（小林鈴子） 日程第４、報告第１号を議題と

いたします。 

 本件について、管理者から提案理由の説明を求めま

す。 

 石阪管理者。 

○管理者（石阪丈一） 本日は、お忙しいところ、当

組合議会にご参集いただきまして、まことにありがと

うございます。 

 報告第１号 東京都市公平委員会を共同設置する地

方公共団体の数の増加及び東京都市公平委員会共同設

置規約の変更についての専決処分の承認を求めること

についてご説明を申し上げます。 

 本件につきましては、改正時期に当組合議会の招集

が困難なため、やむを得ず地方自治法第179条第１項の

規定によりまして、平成25年11月28日に専決処分させ

ていただいたものでございます。 

 詳しくは、事務局長から説明をさせます。 

 よろしくご審議の上、ご承認を賜りますようお願い

申し上げます。 

○議長（小林鈴子） 横山事務局長。 

○事務局長（横山佳夫） 管理者の補足説明を申し上

げます。 

 東京都市公平委員会に新たに三鷹市及びふじみ衛生

組合が加入することに伴い、地方自治法第252条の７第

３項の規定に基づき規約の変更について議会の議決を

求めておりました。先方が求める期間に組合議会の開

催が困難でしたので、昨年11月28日に管理者において

専決処分いたしております。 

 なお、加入予定日は平成26年４月１日でございます。 

 以上でございます。 

○議長（小林鈴子） 管理者の説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。ただいま議題となってお

ります報告第１号に対する質疑を許可します。 
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   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小林鈴子） これをもって質疑を終結いたし

ます。 

 これより討論に入ります。討論はございませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小林鈴子） これをもって討論を終結いたし

ます。 

 これより表決に入ります。 

 報告第１号 東京都市公平委員会を共同設置する地

方公共団体の数の増加及び東京都市公平委員会共同設

置規約の変更についての専決処分の承認を求めること

についてを採決いたします。本件は原案どおり決する

ことにご異議ございませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小林鈴子） ご異議なしと認めます。よって

本件は原案のとおり承認されました。 

 

         ◇          

○日程第５ 

 報告第２号 南多摩斎場組合一般職の職員の給与に 

       関する条例の一部を改正する条例の専 

       決処分の承認を求めることについて 

                   

○議長（小林鈴子） 日程第５、報告第２号を議題と

いたします。 

 本件について、管理者から提案理由の説明を求めま

す。 

 石阪管理者。 

○管理者（石阪丈一） 報告第２号 南多摩斎場組合

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例の専決処分の承認を求めることについてご説明を申

し上げます。 

 本件につきましては、条例改正時期に当組合議会の

招集が困難なため、やむを得ず地方自治法第179条第１

項の規定によりまして、平成25年12月20日に専決処分

させていただいたものでございます。 

 詳しくは、事務局長から説明をさせます。 

 よろしくご審議の上、ご承認を賜りますよう、よろ

しくお願い申し上げます。 

○議長（小林鈴子） 横山事務局長。 

○事務局長（横山佳夫） 管理者の補足説明を申し上

げます。 

 南多摩斎場組合一般職の職員の給与は、管理市であ

る町田市に準拠して定めておりまして、町田市が一般

職の職員の給与に関する条例等の改正を行いましたの

で、同じ内容で改正したものでございます。 

 改正内容につきましては、平成25年東京都人事委員

会勧告において、マイナス0.20％の公民較差による給

与の改定が行われたことに伴い、この勧告を尊重し、

東京都と同様に公民較差相当分の引き下げ及び通勤手

当の１カ月当たりの支給上限額の設定を行うものでご

ざいます。 

 なお、本年度の給与改定に伴い、本条例の附則にお

いて、南多摩斎場組合職員の期末手当支給に関する条

例の一部改正を行います。その改正内容は、本年度は

引き下げの給与改定であり、改定時期を遡及いたしま

せんので、４月からの年間給与を民間給与と均衡させ

るための調整措置として0.02月分の削減を行うもので

ございます。この削減分につきましては、平成26年３

月期の期末手当で調整し、0.3月から0.28月に減ずるも

のでございます。 

 なお、施行日は平成26年１月１日でございます。 

 以上でございます。 

○議長（小林鈴子） 管理者の説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。ただいま議題となってお

ります報告第２号に対する質疑を許可します。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小林鈴子） これをもって質疑を終結いたし

ます。 

 これより討論に入ります。討論はございませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小林鈴子） これをもって討論を終結いたし

ます。 

 これより表決に入ります。 

 報告第２号 南多摩斎場組合一般職の職員の給与に

関する条例の一部を改正する条例の専決処分の承認を

求めることについてを採決いたします。本件は原案ど

おり決することにご異議ございませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小林鈴子） ご異議なしと認めます。よって

本件は原案のとおり承認されました。 

 

         ◇          

○日程第６ 

 第１号議案 平成25年度（2013年度）南多摩斎場組 

       合会計補正予算（第１号） 

                   

○議長（小林鈴子） 日程第６、第１号議案を議題と
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いたします。 

 本案について、管理者から提案理由の説明を求めま

す。 

 石阪管理者。 

○管理者（石阪丈一） 第１号議案 平成25年度（2013

年度）南多摩斎場組合会計補正予算（第１号）につき

ましてご説明を申し上げます。 

 本案は、歳入歳出予算の総額をそれぞれ992万9,000

円減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ３億5,120万

3,000円とするものでございます。 

 主な内容でございますが、歳入につきましては、組

織市負担金を減額し、斎場使用料を増額、繰越金を平

成24年度決算の確定により増額いたしました。 

 次に、歳出につきましては、総務費における給料、

職員手当等を減額し、衛生費における火葬炉設備工事

費を減額いたしました。 

 詳しくは、事務局長から説明させます。 

 よろしくご審議の上、ご可決賜りますようお願い申

し上げます。 

○議長（小林鈴子） 横山事務局長。 

○事務局長（横山佳夫） 管理者の補足説明を申し上

げます。 

 お手元の補正予算書の４ページ、５ページをお開き

ください。 

 このページから９ページまで記載してあります歳入

歳出補正予算事項別明細書に基づきまして概要をご説

明申し上げます。 

 最初にお断りいたしますが、今回の補正予算書は補

正にかかわる事項のみ掲載しております。つまり、歳

入では第３款、財産収入及び第５款、諸収入、歳出で

は第４款、公債費及び第５款、予備費は省略しており

ますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 最初に、歳入予算でございます。 

 ６ページ、７ページをお開き願います。 

 説明の順番が逆でまことに申しわけありませんが、

第４款、繰越金から説明させていただきます。 

 第４款、繰越金2,236万1,000円は、平成24年度から

の繰越金の確定によるものでございます。 

 次に、その上、第２款、使用料及び手数料の斎場使

用料212万円の増額につきましてご説明申し上げます。 

 おかげさまで南多摩斎場の式場を使用していただけ

る方が多く、式場使用料が202万円、霊安室使用料が５

万円増額となります。また、市外の方の火葬室使用料

は５万円の増額になります。 

 この結果、一番上の第１款、分担金及び負担金を

3,441万円減額するものでございます。各組織市の負担

金の補正額内訳は説明欄のとおりでございます。各市

の金額は、各市の予算の関係もございますので円単位

で表示させていただいております。それぞれの算出根

拠につきましては、13ページ、14ページの平成25年度

各市負担金算出一覧に記載してございますので、ご参

照いただけたらと存じます。 

 以上が歳入予算の概要でございます。 

 次に、歳出予算につきましてご説明申し上げます。 

 ８ページ、９ページをお開き願います。 

 第１款、議会費の14万4,000円の増額についてご説明

申し上げます。 

 こちらは、組合議員の交代による報酬の不足に対応

するためのものでございます。 

 第２款、総務費17万8,000円の減額についてご説明申

し上げます。 

 第２節、給料150万円の減額、第３節、職員手当等300

万円の減額は職員交代によるものでございます。 

 第４節、共済費100万円の増額は、共済費の負担率の

変更に伴うものでございます。第13節、委託料288万

6,000円の増額につきましては、火葬炉受付システム導

入以来の保存データの確保のためサーバーを更新する

こと及び平成26年10月からの火葬受け入れ枠の増加に

伴うシステム改造のためのものでございます。第18節、

備品購入費はシステムパソコン２台の購入に伴うもの

でございます。 

 次に、第３款、衛生費、第３項、火葬炉設備工事費

994万9,000円の減額については契約差金でございま

す。 

 説明については以上でございます。 

○議長（小林鈴子） 管理者の説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。ただいま議題となってお

ります議案に対する質疑を許可します。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小林鈴子） これをもって質疑を終了いたし

ます。 

 これより討論に入ります。討論はございませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小林鈴子） これをもって討論を終結いたし

ます。 

 これより表決に入ります。 

 第１号議案 平成25年度（2013年度）南多摩斎場組

合会計補正予算（第１号）についてを採決いたします。
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本案は原案のとおり決することについてご異議ござい

ませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小林鈴子） ご異議なしと認めます。よって

本案は原案のとおり可決されました。 

 

         ◇          

○日程第７ 

 第２号議案 平成26年度（2014年度）南多摩斎場組 

       合会計予算 

                   

○議長（小林鈴子） 日程第７、第２号議案を議題と

いたします。 

 本案について、管理者から提案理由の説明を求めま

す。 

 石阪管理者。 

○管理者（石阪丈一） 第２号議案 平成26年度（2014

年度）南多摩斎場組合会計予算につきましてご説明を

申し上げます。 

 本案は、歳入歳出予算の総額をそれぞれ３億1,963万

9,000円とするものでございます。 

 主な内容でございますが、歳入につきましては、組

織市からの負担金、組織市外の方の火葬室使用料及び

式場使用料等の斎場使用料等でございます。 

 歳出につきましては、火葬や式場にかかわる所要の

経費、施設の維持管理経費、人件費などを計上してお

ります。 

 詳しくは、事務局長から説明をいたさせます。 

 よろしくご審議の上、ご可決を賜りますようお願い

を申し上げます。 

○議長（小林鈴子） 横山事務局長。 

○事務局長（横山佳夫） それでは、管理者の補足説

明を申し上げます。 

 予算書の４ページ、５ページ以降でご説明いたしま

す。 

 このページから17ページまで記載してあります歳入

歳出予算事項別明細書に基づきまして概要をご説明申

し上げます。 

 最初に、歳入予算です。 

 ６ページ、７ページをお開き願います。 

 第１款、分担金及び負担金につきましては、市負担

金として２億2,445万円を計上させていただきました。

その負担金の内訳は、７ページ、説明欄にありますと

おり、運営経費、公債費にかかわる式場棟実施設計費

及び式場棟増築費から構成されております。 

 各市の負担金内訳は、各市の予算との関係もござい

まして、円単位で表示させていただいております。そ

れぞれの算出根拠につきましては、この予算書25ペー

ジ、26ページの平成26年度各市負担金算出一覧に記載

してございますので、ご参照いただけたらと存じます。 

 戻りまして、８ページ、９ページをお開き願います。 

 第２款、使用料及び手数料でございます。 

 第１項、使用料、第１目、斎場使用料9,394万2,000

円につきましては、まず、組織市外火葬室使用料を

1,468万円といたしました。 

 次に、式場使用料につきましては7,539万円とし、霊

安室使用料は387万2,000円といたしました。 

 まず、平成26年度の火葬件数ですが、平成24年９月

から平成25年８月までの火葬実績、火葬件数の推移な

どを考慮し、また、10月以降の火葬受け入れ枠の増加

に伴い市外者の火葬室使用料が多少増加することを踏

まえて5,170件とし、このうち組織市外火葬室使用件数

を合計305件と見込みました。 

 式場使用料等の収入は確実な収入を見込む必要があ

るため、例年のとおり実績の95％で計算いたしました。

この結果、第一式場は271件、第二式場は282件、第三

式場は271件、お清めの待合室は775件を想定いたして

おります。さらに、霊安室の有料利用数は延べ1,236日

を見込みました。 

 第２目、総務使用料58万円は、売店使用料などの行

政財産使用料でございます。 

 第５款、諸収入66万5,000円は、空きビン売却料など

でございます。 

 以上が歳入予算でございます。 

 続きまして、歳出予算をご説明申し上げます。 

 10ページ、11ページをお開きください。 

 第１款、議会費244万9,000円につきましては、議員

報酬、議会時の筆耕翻訳料等でございます。 

 次に、第２款、総務費、第１項、総務管理費8,111万

2,000円につきましてご説明申し上げます。 

 第１節、報酬431万8,000円は、特別職の報酬及び嘱

託職員の報酬でございます。 

 第２節から第４節の給料、職員手当等及び共済費は、

組合職員７名の人件費等でございます。 

 職員給料の詳細につきましては、19ページから23ペ

ージに記載してございますので、ご参照いただけたら

と存じます。 

 10ページ、11ページに戻りまして、第７節、賃金284
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万7,000円は、受付事務の臨時職員の賃金でございま

す。 

 第11節、需用費98万6,000円は、事務用消耗品、埋火

葬許可書等の印刷製本費などでございます。 

 12ページ、13ページをお開きください。 

 第12節、役務費40万2,000円は、電話代、インターネ

ット接続料などの通信運搬費、公用車の自賠責保険料

等でございます。 

 第13節、委託料317万3,000円は、電光掲示板システ

ム管理業務委託料、町田市への会計事務の一部委託費、

同じく町田市への工事設計等事務の委託費、ホームペ

ージの管理業務委託料などでございます。 

 第14節、使用料及び賃借料85万1,000円は、複写機や

ビジネスホンの借上料などでございます。 

 第25節、積立金123万8,000円は、南多摩斎場組合職

員退職手当基金条例に基づきまして職員給料の４％を

積み立てるもので、あわせてその利子も計上しており

ます。 

 第２項、監査委員費30万1,000円は、監査委員２名の

報酬でございます。 

 14ページ、15ページをお開き願います。 

 第３款、衛生費１億9,673万7,000円につきましてご

説明申し上げます。 

 第１項、保健衛生費、第１目、斎場費は１億4,711万

5,000円でございます。 

 第11節、需用費につきましては、説明欄にございま

すとおり、燃料費2,871万円は、火葬炉に使用する灯油

代及びＬＰガス代、光熱水費1,840万円は、火葬棟及び

待合棟の管理運営に要する電気、水道代でございます。

このうち、燃料費、光熱水費の電気料金は先ほど歳入

のところでご説明いたしましたように、10月からの１

日の火葬受け入れ枠の増加により、火葬炉で使用する

灯油代、待合室の電気代が増加することに伴い計400万

円程度増加しております。 

 修繕料1,755万6,000円は、毎年実施しております火

葬炉台車ブロック16台分の計画的な取りかえ等による

ものでございます。25年度では火葬炉監視システムの

修繕がありましたが、おかげさまで無事完了いたしま

したので、例年並みの金額となりました。このほか、

火葬炉以外の施設、待合棟や式場棟でございますが、

これに係る修繕などに係る経費がございます。 

 第13節、委託料7,784万1,000円は、火葬業務及び火

葬棟、並びに待合棟の維持管理に要する経費でござい

まして、主なものは、火葬業務委託料3,368万円、待合

室接待業務委託料1,260万円、庭園管理業務委託料707

万6,000万円、清掃業務委託料682万9,000円、警備業務

委託料577万8,000円、火葬炉設備保守点検業務委託料

493万6,000円などで、その他は説明欄に記載のとおり

でございます。 

 16ページ、17ページをお開きください。 

 第２項、火葬炉設備工事費4,962万2,000円は、12基

ある火葬炉のうち６基の炉内のれんがを基礎から積み

直すための工事費でございます。この工事は、25年度

と同様に26年度も９月までの比較的火葬炉に余裕があ

る時期に実施したいと考えております。 

 続きまして、第４款、公債費3,804万円は、式場棟増

築工事費及び式場棟実施設計費の地方債償還元金及び

利子でございます。 

 第５款、予備費は100万円を計上させていただきまし

た。 

 説明は以上でございます。 

○議長（小林鈴子） 管理者の説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。ただいま議題となってお

ります議案に対する質疑を許可します。 

 ８番 渡辺たつや議員。 

○８番（渡辺たつや） 今回、予算案ということで質

疑をさせていただきます。 

 質問するあたりは、10ページ、11ページ、議会費で

ございます。 

 行政委員に関する費用弁済について、やはり月額制

でなく実費弁済とするというような流れがあり、私も

賛同するところではございますが、１．１．１．議会

費、区分１．報酬の部分、212万4,000円となっていま

すが、これを今現在、月額制にしているところの根拠、

及び、もしされているようであれば、実費弁済等の検

討はなされているかなされていないか、並びに実費弁

済の日当制などについてのご意見をお伺いしたいと思

います。 

○議長（小林鈴子） 石阪管理者。 

○管理者（石阪丈一） 月額報酬にしておりますのは、

これまでの経緯ということもございます。それから、

この議会の中で月額報酬についての議論というのが今

まではございませんでしたので、私どもとしてはまだ

実費弁償というような議論についての研究はしてござ

いません。 

 以上でございます。 

○議長（小林鈴子） 横山事務局長。 

○事務局長（横山佳夫） 管理者の補足説明を申し上
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げます。 

 まず、南多摩斎場組合議会議員等の報酬に関する条

例というのがございまして、そちらの第３条で、議長

及び副議長には、その選挙された当月分から、議員及

び監査委員には、その職についた当月分からそれぞれ

報酬を支給するというものがございます。 

 また、第４条では、職を離れた場合は、離れた日の

属する月までの議員報酬を支給するとございます。 

 根拠としてはこういうものがございます。 

○議長（小林鈴子） ８番 渡辺たつや議員。 

○８番（渡辺たつや） 今のところ、日当制とか実費

弁済というのはこの議会で出ていなかったから検討が

されていないということなんですが、これで私が今質

問したことで議会でも出たということになろうかと思

います。その上で、今年度すぐにというわけにはいか

ないでしょうから、今後これを検討課題として考えて

いくべきだと私は思うのですが、そのあたりはいかが

でしょうか。 

○議長（小林鈴子） 石阪管理者。 

○管理者（石阪丈一） 組織市の各団体がございます

ので、協議をさせていただいて、これをどうするか、

取り扱いについても今後の協議の中で決めさせていた

だきたいと思います。 

 以上であります。 

○議長（小林鈴子） ８番 渡辺たつや議員。 

○８番（渡辺たつや） よろしくお願いします。意見

です。 

○議長（小林鈴子） ３番 谷沢和夫議員。 

○３番（谷沢和夫） 歳出の衛生費の関係ですが、先

ほどの１月補正の総額よりも少ない予算で本年度予算

額が計上されております。これは何を主に減額したの

でしょうか。合理化といいますか、少ない経費で効率

的にやるということはいいことなんですが、3,800万

円、主に何が原因で減額したのか、その辺をお聞きし

たい。 

○議長（小林鈴子） 横山事務局長。 

○事務局長（横山佳夫） まず一番の大きなものとい

たしましては、先ほど申し上げましたように、火葬炉

監視システムの修繕が三千八百何万円かかかりました

が、これが25年度で全て完了いたしました。そのため

に、その分が減額になってございます。 

○議長（小林鈴子） ３番 谷沢和夫議員。 

○３番（谷沢和夫） そうすると、火葬炉の修理にか

かわる保健衛生費が主に減額されたということだけが

原因ということなんでしょうか。 

○議長（小林鈴子） 石阪管理者。 

○管理者（石阪丈一） そのほかに、先ほどもちょっ

と事務局長から説明がありましたが、件数が後半にふ

えますので、そこの使用料の収入が前年に比べて170万

円ほど若干ふえております。 

 以上でございます。 

○議長（小林鈴子） ほかにございませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小林鈴子） これをもって質疑を終了いたし

ます。 

 これより討論に入ります。討論はございませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小林鈴子） これをもって討論を終結いたし

ます。 

 これより表決に入ります。 

 第２号議案 平成26年度（2014年度）南多摩斎場組

合会計予算について採決いたします。本案は、原案の

とおり決することについてご異議ございませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小林鈴子） ご異議なしと認めます。よって

本案は原案のとおり可決されました。 

 

        ◇          

○日程第８ 

 行政報告 南多摩斎場ダイオキシン類等調査結果報 

      告について 

                   

○議長（小林鈴子） 日程第８、行政報告 南多摩斎

場ダイオキシン類等調査結果報告についてを議題とい

たします。 

 本件について、管理者から報告を求めます。 

 横山事務局長。 

○事務局長（横山佳夫） それでは、南多摩斎場ダイ

オキシン類等調査結果報告について、お手元の資料に

基づきご説明いたします。 

 本件調査の目的は、火葬に伴い発生する排ガス、集

じん灰、残骨灰中のダイオキシン類の有無を調査し、

周辺環境の保全及び職員の健康管理に寄与するもので

ございます。 

 調査項目及び調査対象物は、ダイオキシン類が排ガ

ス、集じん灰、残骨灰、さらに排ガスにつきましては、

ばいじん、塩化水素、硫黄酸化物、窒素酸化物濃度を

調査いたしました。 
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 調査対象炉は、南多摩斎場には１号炉から12号炉ま

で12炉ありますが、毎年計画的に２炉ずつ実施してお

りまして、今年度は３号炉と10号炉を調査いたしまし

た。 

 調査日は、平成25年11月１日、調査業者は、帝人エ

コ・サイエンス株式会社で行いました。 

 調査結果は中段部分の表のとおりで、ダイオキシン

類は削減対策指針値をクリアし、ばいじん、塩化水素、

硫黄酸化物、窒素酸化物の濃度は、火葬場におけるば

いじん、塩化水素、窒素酸化物濃度の指針値等があり

ませんので、大気汚染防止法の廃棄物焼却炉の規制値

を準用したものでございます。その結果は、いずれも

規制値を下回っております。 

 ご承知のように、ダイオキシン類が発生するのは、

棺の中に入れられる副葬品、特にプラスチック製品が

影響しているのではないかと推測するところでござい

ます。今までも副葬品の自粛協力のお願いをしてきて

いるところでございますが、より一層お願いをして、

ダイオキシン類の発生防止を徹底してまいりたいと考

えております。 

 以上でございます。 

○議長（小林鈴子） 管理者の報告は終わりました。 

 これより質疑に入ります。ただいまの行政報告に対

する質疑を許可します。 

 ８番 渡辺たつや議員。 

○８番（渡辺たつや） ご報告のほう、ありがとうご

ざいます。 

 １点だけお伺いしたいんですが、これは炉が新しく

なったかと思うんですが、炉が新しくなった前後で多

少値というのは変わったのでしょうか。炉が新しくな

ってばいじんに関してもよくなったのか、それとも余

り変わらないのか、そのあたり、わかる範囲で結構で

すのでお願いします。 

○議長（小林鈴子） 横山事務局長。 

○事務局長（横山佳夫） 全体積みかえを行って火葬

炉が新しくなったということで、特に発生する値がふ

えた、あるいは減ったということはございません。あ

くまでも副葬品の関係がメーンでございまして、そち

らのほうを今後ともより一層、副葬品の混入というん

ですか、そういったことの自粛をお願いしていきたい

と考えております。 

 以上でございます。 

○議長（小林鈴子） ほかに質疑はございませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小林鈴子） これをもって質疑を終了いたし

ます。 

 以上で行政報告を終わります。 

 以上をもって本日の日程はすべて終了いたしまし

た。 

 本定例会に付議された案件はすべて議了いたしまし

たので、会議を閉じたいと思います。 

 これをもって平成26年第１回南多摩斎場組合議会定

例会を閉会いたします。 

               午後２時31分 閉会 
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